
天

界

第
四
十
五
號

第
四
窓
　
大
正
十
三
年
十
月
號

ハ
ー
ブ
ー
ド
大
學
天
交
墓
の
此
の
頃
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（
一
）

山

本

一

清

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
や
、
リ
ッ
ク
や
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
や
、
か
う
し
た
大
天
王
皇
を
見
た
眼
を
以
っ
て
、
ハ
ー
ヅ
ー
ド
大
毒
天
文
塁
を
見
る
こ
一
こ
は
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
げ

ろ
ノ
「
、
な
意
味
に
於
い
て
興
味
が
深
い
。
人
を
魂
消
さ
せ
る
や
う
な
大
き
な
望
遠
鏡
が
あ
る
の
で
な
し
、
山
鎭
や
画
工
に
遠
く
入
の
世
を
避
け
て
、

唯
、
天
の
星
－
こ
其
の
光
り
を
の
み
友
ε
す
る
ミ
言
っ
た
や
う
な
仙
境
で
も
な
い
。
夏
に
叉
四
方
を
見
渡
し
て
誇
る
だ
け
の
眺
望
も
持
ち
合
せ
な
い
。

い
は
ゴ
、
適
々
こ
立
登
る
現
代
都
市
の
煙
り
に
襲
は
れ
つ
、
、
叉
、
電
車
汽
車
自
働
車
な
¶
こ
の
騒
々
し
さ
に
間
ま
れ
つ
、
、
夜
は
又
、
街
路
や
家
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ウ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
眩
し
い
電
燈
の
海
に
埋
ま
り
つ
・
、
大
き
な
大
學
の
一
附
属
館
「
こ
し
て
存
在
を
許
さ
れ
て
み
る
に
過
ぎ
な
い
。
歴
史
の
古
い
新
羅
州
　
、
首
都
ボ

ス
ト
ン
の
中
－
こ
言
は
す
外
ぐ
」
言
は
す
、
千
六
百
年
代
か
ら
の
由
緒
を
持
つ
た
名
所
蕉
蹟
が
頗
る
多
い
。
ハ
ー
ブ
ー
ド
大
年
其
の
も
の
も
、
米
国
に
於

け
る
大
學
中
の
大
學
こ
し
て
、
昔
も
今
も
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
み
る
。
一
1
か
う
し
た
盛
ん
な
文
教
の
地
に
居
て
見
る
ε
、
外
観
に
何
の
奇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
す

も
無
い
此
の
天
文
毫
は
、
多
く
の
揚
合
に
、
一
般
遊
覧
客
の
注
意
を
外
れ
勝
ち
で
あ
る
の
も
無
理
ぐ
｝
は
言
へ
な
い
。
1
一
し
か
し
、
其
れ
で
る
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
ま

此
の
ハ
f
ゾ
ー
ド
大
學
天
文
毫
な
る
も
の
が
、
其
の
三
門
的
立
場
か
ら
見
て
、
百
吠
や
二
百
沢
の
大
ド
ー
ム
を
誇
り
ミ
す
る
大
天
文
墓
仲
間
ミ
伍
し

て
、
名
を
全
世
界
に
ひ
ゴ
か
せ
て
み
る
ミ
い
ふ
こ
ミ
は
，
不
思
議
な
や
う
な
｝
雷
雲
で
あ
る
。

（
二
）

ハ
ー
ヅ
ー
ド
大
學
天
文
皇
（
守
自
益
9
濠
σ
q
①
○
訂
。
暴
【
。
噸
）
は
ケ
ン
ブ
リ
デ
市
の
中
央
よ
り
少
し
西
北
寄
り
で
、
大
軍
撒
地
か
ら
約
牛
王
ほ
さ
の
所

顔
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ご

に
あ
る
一
つ
の
丘
陵
を
占
め
て
み
る
Q
丘
の
名
は
俗
に
サ
ン
マ
ー
・
ハ
ウ
ス
・
ヒ
ル
（
Q
Q
瓢
匿
ヨ
①
吋
　
甲
H
o
口
④
①
　
甲
団
に
一
）
－
こ
い
ふ
か
ら
、
昔
し
は
此
所
に
誰
か
の
夏

期
別
荘
で
も
あ
っ
た
も
の
か
。
今
は
其
の
丘
の
最
も
高
い
部
に
大
望
遠
鏡
室
を
置
き
此
れ
に
葺
い
て
大
小
各
種
の
建
物
や
機
械
室
が
並
ん
で
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル
ゲ
ン
ゲ

愚
＼

イ

nI
／

gs

＼

，
こ
な
っ
て
み
て
、
誰
か
草
、
常
々
、
報
告
を
整
理
し
た
り
、

け
て
あ
り
、
机
の
片
隅
に
は
幻
燈
諾
が
幾
百
枚
－
こ
な
く
散
ら
ば
っ
て
み
る
。
此
の
計
算
室
階
上
の
南
向
の
一
つ
の
窓
か
ら
、
直
径
十
二
吋
の
不
動
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
ラ
ー
テ
ン
ス
コ
ー
プ

遠
鏡
が
天
の
南
極
の
方
角
へ
向
け
て
、
窓
外
に
突
き
出
て
み
る
。
之
れ
は
名
物
の
極
南
下
蓮
鏡
で
、
夜
間
、
観
測
者
は
（
冬
な
ら
ば
室
温
に
あ
允
、
ま
り

　
建
物
の
圭
な
も
の
は
三
つ
で
、
之
れ
を
、
通
常
、
A
館
、
B
館
、
c
館
－
こ
呼
ん
で
居
る
。
其
の

中
、
A
館
が
最
も
古
く
、
實
に
叫
八
四
三
年
の
建
築
其
の
ま
、
の
、
全
部
木
造
で
あ
る
。
中
央
は
櫻

上
に
十
五
吋
直
径
の
屈
折
望
遠
鏡
を
置
き
、
之
れ
を
中
心
－
、
一
し
て
、
東
西
へ
左
右
爾
翼
が
略
々
封
稽

的
に
歩
い
て
み
る
。
左
翼
に
は
先
づ
子
午
環
室
が
あ
り
、
次
に
は
計
算
室
が
あ
る
。
又
、
右
翼
は
全

部
天
文
皇
長
の
佐
宅
「
こ
な
っ
て
み
る
。
皇
長
住
宅
は
、
元
、
子
午
環
室
及
び
計
算
室
ミ
全
く
同
じ
形

に
出
來
て
る
た
も
の
で
あ
る
が
，
ピ
ケ
リ
ン
グ
峯
長
の
時
、
同
氏
は
私
費
を
費
し
て
、
大
き
な
塘
築

を
や
り
、
す
っ
か
り
外
観
を
一
些
し
て
了
つ
た
程
の
も
の
に
な
っ
た
。

　
子
午
環
室
の
子
午
環
は
レ
ン
ズ
の
直
径
八
吋
、
米
國
に
於
け
る
最
初
の
も
の
で
，
扁
八
六
八
年
に

ド
イ
ツ
國
よ
り
購
入
し
、
鳳
八
七
〇
年
か
ら
鰍
洲
諸
所
の
天
文
毫
ミ
協
同
し
て
星
の
経
緯
度
を
観
測

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
業
が
終
る
¶
こ
共
に
、
今
は
全
部
の
…
機
械
が
取
り
彿
は
れ
て
、
室
は
二

三
年
前
か
ら
は
讃
書
室
兼
集
會
室
－
こ
攣
っ
て
了
つ
た
。
幻
燈
装
置
や
天
命
模
型
な
さ
が
並
べ
ら
れ
て

明
る
い
杜
交
的
の
室
氣
が
た
黛
よ
つ
て
み
る
。
唯
、
昔
の
子
午
環
の
代
り
ε
し
て
、
’
侮
日
ワ
シ
ン
ト

ン
か
ら
時
刻
報
告
を
受
け
る
た
め
に
、
輕
柔
な
無
線
電
話
の
装
置
が
窓
際
の
机
の
上
に
置
か
れ
て
あ

る
。　

計
算
室
は
、
階
上
階
下
の
二
層
に
な
っ
て
み
る
。
階
下
は
欧
米
諸
所
の
天
文
皇
か
ら
の
報
告
書
が

ヘ
　
ヘ
　
へ

一
ぱ
い
に
つ
ま
っ
て
ゐ
、
其
の
中
で
、
今
は
」
カ
ン
ベ
ル
氏
が
型
光
星
の
研
究
を
し
て
み
る
Q
階
上

は
王
に
氣
象
學
的
の
圖
書
室
で
あ
る
が
、
其
の
一
部
が
攣
光
星
観
測
者
會
（
A
A
V
S
O
）
の
事
務
室

　
　
　
　
光
度
曲
線
を
書
い
た
り
し
て
み
る
。
傍
の
壁
に
は
、
年
々
総
會
の
記
念
爲
眞
な
さ
が
懸



な
が
ら
）
極
め
て
樂
に
星
を
研
究
す
る
こ
ε
が
出
門
る
。
（
但
し
。
此
の
特
殊
な
粗
造
上
、
北
極
附
近
の
天
は
見
え
な
い
け
れ
さ
，
）

　
計
算
室
の
階
上
の
、
倫
其
階
上
に
小
さ
な
ド
ー
ム
が
あ
っ
て
、
中
に
六
吋
の
望
遽
鏡
が
置
い
て
あ
る
。
す
み
ぶ
ん
母
式
の
も
の
で
は
あ
る
が
時
々

は
観
測
も
之
れ
で
行
は
れ
る
。
但
し
、
尽
れ
は
石
の
皇
に
載
っ
て
み
る
ミ
言
ふ
わ
け
で
な
し
、
叉
、
自
働
裟
置
も
無
い
の
で
、
大
し
た
仕
事
は
出
來

な
い
。
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（
三
）

A
館
の
中
央
櫻
上
は
此
の
天
文
毫
全
腱
の
王
部
で
あ
っ
て
、
こ
・
に
、
前
述
し
た
通
り
、
十
五
吋
の
堂
堂
鏡
が
納
ま
っ
て
み
る
。
僅
か
十
五
吋
の

器
械
が
此
の
天
文
毫
の
主
人
公
で
あ
る
か
噛
こ
思
ふ
「
こ
，
他
の
も
の
に
比
べ
て
、
情
な
い
思
ひ
も
す
る
が
、
し
か
し
、
之
れ
に
は
、
實
に
他
の
如
何
な

る
里
雪
鏡
も
洋
銀
の
出
軍
な
い
、
貴
こ
い
歴
史
が
付
い
て
み
る
こ
ε
を
思
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
十
五
吋
望
遠
鋭
が
出
軍
た
の
は
今
を
去
る
八
十
年

の
徴
し
で
あ
っ
て
、
當
臨
の
露
國
プ
ル
コ
ク
天
文
塁
の
＋
帯
出
ε
相
全
し
て
、
「
世
界
第
一
の
大
望
遠
鏡
」
ざ
呼
ば
れ
，
興
米
の
學
界
を
驚
か
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
代
の
画
質
ボ
ン
ド
教
授
父
子
は
、
ヒ
ペ
リ
オ
ン
（
土
星
の
「
衛
星
）
の
護
見
、
土
星
第
三
輪
の
妙
見
、

オ
リ
オ
ン
星
雲
や
、
ド
ナ
チ
寒
星
．
の
襯
測
研
究
。
天
分
爲
起
勧
の
開
拓
的
研
究
等
を
行
ひ
、
一
躍
し
て
、
ハ
ー
ゾ
ー
ド
天
文
豪
の
名
を
世
界
的
の
も

の
く
」
し
九
の
で
あ
る
。
現
代
の
批
評
眼
の
み
を
以
て
見
る
ε
、
此
の
器
械
が
総
て
が
導
管
で
、
御
粗
末
で
、
ほ
ミ
ん
さ
唄
笑
に
付
し
去
る
ほ
さ
の
も

の
に
過
ぎ
な
い
け
れ
魯
、
學
史
上
に
は
特
に
貴
重
な
る
智
物
ミ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ン
ド
教
授
が
嚢
明
し
套
こ
い
ふ
大
仕
掛
な
槻
帯
鋸
階
段
が

此
ド
ー
ム
の
中
に
今
も
や
は
り
置
か
れ
て
あ
る
。
1
…
今
日
、
此
の
十
五
吋
は
主
に
カ
ン
ベ
ル
氏
が
愛
光
星
の
観
・
測
を
や
っ
て
み
る
Q

　
＋
五
薬
の
ド
ー
ム
の
階
下
は
大
き
な
圖
書
室
に
な
っ
て
み
る
。
一
，
1
い
っ
た
い
此
の
ハ
ー
ゾ
ー
ド
大
學
天
文
毫
は
米
國
取
手
の
天
文
壷
§
冨
は
れ

る
だ
け
に
、
天
文
圖
書
の
多
い
こ
ξ
は
決
し
て
ヤ
…
キ
ー
ス
や
リ
ッ
ク
な
㍗
こ
の
比
で
な
い
。
し
か
し
、
罵
れ
が
侮
り
多
過
ぎ
る
た
め
か
、
整
理
が
付

か
す
、
館
内
至
る
所
、
無
秩
序
に
近
い
ま
で
に
、
書
暢
が
放
置
し
て
あ
る
の
は
惜
し
い
も
の
だ
ε
思
は
せ
る
。

（
四
）

B
館
は
、
や
は
り
、
木
造
で
、
天
文
蔓
敷
地
の
西
北
の
隅
に
あ
る
。

上
は
キ
ン
グ
助
教
授
の
室
に
な
っ
て
み
る
。

　
B
館
に
は
機
械
工
揚
が
綾
い
て
る
る
。

二
階
建
で
あ
っ
て
、
階
下
は
事
務
室
や
観
測
時
計
室
や
暗
室
仕
切
ら
れ
、
階

．vj．

．．一i
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四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
A
舘
、
こ
お
館
－
こ
の
聞
の
地
面
に
は
小
さ
な
観
測
室
や
鶴
測
窒
が
澤
山
並
ん
で
み
る
。
室
は
何
れ
も
木
遣
の
御
粗
末
な
も
の
で
、
二
十
四
吋
反
射
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

望
遽
鏡
を
始
め
、
幾
つ
か
の
爲
眞
望
遠
鏡
が
、
一
つ
く
此
れ
等
の
中
に
据
え
ら
れ
て
あ
る
。
小
さ
い
な
が
ら
好
く
活
動
す
る
か
の
一
吋
の
ク
ッ
ク

皆
佃
眞
機
も
此
の
一
群
の
申
に
あ
っ
て
、
書
は
ト
タ
ン
箱
を
か
ぶ
せ
ら
れ
て
る
る
。
一
1
此
等
の
機
械
ガ
、
夜
に
な
れ
ば
、
屋
根
を
開
け
て
、
天
室
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

向
け
ら
れ
る
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
こ
ご
で
あ
る
が
、
し
か
し
，
此
の
多
く
の
観
測
室
の
中
に
は
、
丸
屋
根
を
持
ち
な
が
ら
。
今
は
望
違
法
を
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

て
居
す
、
只
、
中
は
が
ら
く
た
の
物
置
き
に
な
っ
て
了
っ
て
み
る
の
も
二
つ
三
つ
は
あ
る
。

　
何
だ
か
、
此
の
あ
た
り
の
建
物
の
様
子
は
、
（
小
さ
な
室
が
散
在
し
て
み
た
り
、
叉
、
皆
が
時
代
を
純
だ
も
の
ら
し
く
思
は
れ
る
貼
に
於
い
て
）
、

東
京
庶
布
の
天
文
皇
の
氣
分
を
連
想
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
天
文
皇
の
煮
て
の
建
物
が
、
ペ
ン
キ
で
時
代
を
き
浜
動
い
た
木
造
で
あ
る
の
に
癒
し
て
、
G
館
だ
け
は
煉
瓦
造
な
の
が
目
を
惹
く
。
全
部
が
三
階

建
て
ゴ
、
可
な
り
の
大
き
さ
で
あ
る
。
し
か
し
荒
れ
も
、
や
は
り
、
實
用
一
貼
張
り
の
構
へ
で
あ
っ
て
、
罷
裁
か
ら
言
へ
ば
丸
き
り
落
第
だ
§
言
ひ
た

い
。
そ
れ
で
も
。
此
の
。
館
が
今
は
ハ
L
ブ
ー
ド
天
文
器
品
の
最
も
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
了
っ
て
み
る
。

『
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
塁
が
、
只
、
昔
し
か
ら
の
木
造
A
館
を
持
つ
た
だ
け
で
、
し
か
も
中
に
納
め
て
あ
る
圖
書
や
記
録
は
年
ε
共
に
馬
丁
せ
ら
れ
、
之

れ
が
一
朝
火
事
に
で
も
會
つ
た
な
ら
ば
、
金
銭
に
も
代
へ
ら
れ
な
い
貴
重
な
も
の
を
烏
有
に
蝕
し
て
了
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
下
f
か
う
し
て
前

の
毫
長
E
c
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
は
↓
八
九
〇
年
頃
か
ら
切
り
に
内
外
に
訴
へ
た
結
果
、
扁
九
〇
二
年
に
至
っ
て
、
此
の
煉
瓦
の
。
館
か
出
來
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
始
め
か
ら
之
れ
は
記
録
保
存
，
こ
い
ふ
こ
ε
の
み
。
か
建
築
の
目
的
で
あ
っ
て
、
二
っ
て
、
堅
牢
ξ
い
ふ
こ
ε
の
外
に
は
何
事
も
考
へ
ら

れ
な
か
っ
た
。
外
観
の
振
は
な
い
の
は
設
計
當
初
か
ら
の
箆
悟
の
前
で
あ
る
。

　
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
毫
に
取
っ
て
、
最
も
貴
重
な
記
録
・
こ
言
へ
ば
、
そ
れ
は
一
八
八
○
年
時
代
か
ら
毎
夜
撮
り
績
け
た
籔
十
萬
枚
の
天
鰹
爲
眞
原
板

で
あ
る
。
そ
れ
で
今
日
C
館
の
中
に
最
も
大
き
な
場
所
を
占
め
て
み
る
の
は
勲
等
の
足
溜
板
を
納
め
た
藪
百
個
の
棚
で
あ
る
こ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ひ
だ
く

い
。
か
う
し
た
爲
眞
棚
の
間
々
に
机
を
置
い
て
「
う
や
く
し
く
其
の
番
を
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
」
研
究
を
働
ん
で
み
る
「
こ
い
ふ
の
が
、
此
の
天
文
皇

の
院
長
始
め
多
く
の
一
々
の
仕
事
振
り
で
あ
る
。
多
く
の
書
籍
が
整
理
も
さ
れ
す
に
、
あ
ら
ゆ
る
室
の
隅
々
ま
で
も
、
置
か
れ
て
あ
る
、
、
、
前
に
述
べ



た
が
、
し
か
し
、
爲
眞
原
板
の
方
は
決
し
て
其
ん
な
虐
待
を
受
け
て
み
な
い
。
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ミ
い
ふ
御
大
を
大
將
ざ
し
て
、
幾
人
の
入
々
が
絶
え
ず

此
等
の
藪
多
い
實
物
の
世
話
を
し
、
二
重
に
も
三
重
に
も
帳
簿
を
作
製
し
て
、
日
生
懸
命
振
り
に
保
護
し
て
み
る
。
壁
ミ
い
ふ
錠
に
は
非
常
の
際
の

漕
火
手
順
を
張
り
つ
け
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
・
こ
見
え
て
、
今
年
の
春
曇
來
、
幾
人
の
工
作
入
が
自
働
撒
水
管
ミ
い
．
両
も
の
を
各
室
の
天
井
に
取
り

付
け
た
。
－
i
か
う
し
て
、
総
掛
り
で
寡
眞
板
を
保
護
し
て
み
る
た
め
、
當
天
文
窒
に
於
け
る
脳
髄
の
寡
眞
的
研
究
は
各
方
面
に
於
い
て
至
れ
り
蓋

せ
り
で
あ
る
。
「
何
年
何
月
何
日
の
何
星
座
の
何
星
」
こ
言
へ
ば
、
其
の
是
の
位
置
に
し
て
も
、
光
度
に
し
て
も
、
ス
ペ
ク
ト
ル
に
し
て
も
、
欲
し
い

も
の
が
僅
か
；
二
分
痔
瞬
の
間
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
董
長
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
「
こ
、
爲
眞
板
監
督
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
、
こ
は
此
の
。
館
の
三
階
に
自
室
を
持
っ
て
る
る
。

（
七
）
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ハ
ー
ブ
ー
ド
大
學
天
文
憂
に
は
、
李
生
、
四
＋
人
ば
か
り
の
人
が
居
る
。
其
の
中
で
圭
な
人
々
は

　
　
H
・
シ
ヤ
プ
レ
イ
　
　
皇
長
、
ペ
イ
ン
講
座
教
授

S
。
1
・
ベ
イ
リ
ー
　
フ
ィ
リ
プ
ス
講
座
教
授

　
E
・
S
・
キ
ン
グ
　
　
　
　
助
教
授
、
観
測
主
任

W
・
p
・
ゲ
リ
シ
ユ
　
　
助
教
授
、
幹
事

W
・
」
・
ラ
イ
テ
ン
　
　
観
測
師

　
　
L
・
カ
ン
ベ
ル
　
　
　
　
騨
凹
測
師

A
・
～
・
カ
ノ
ン
（
ミ
ス
）
爲
眞
板
監
督

　
　
　
ウ
ヅ
（
ミ
ス
）
　
　
研
究
員
、
圏
書
係

　
　
　
モ
リ
ー
（
ミ
ス
）
　
研
究
員

　
右
の
外
の
多
鍬
は
、
や
は
り
、
婦
人
で
あ
る
。
そ
し
て
，
男
も
女
も
、
堪
る
歎
人
を
除
け
ば
、
皆
、
老
人
ば
か
り
で
あ
る
。
覗
今
象
一
の
老
人
は

バ
イ
リ
ー
教
授
で
、
今
年
浦
七
十
歳
。
キ
ン
グ
教
授
が
六
十
三
歳
。
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
以
下
の
婦
人
た
ち
も
皆
六
十
歳
以
上
の
憎
々
が
多
才
で
あ
る
。
そ

し
て
、
此
等
の
人
々
が
老
入
で
あ
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
、
今
ま
で
に
既
に
質
問
上
の
功
績
は
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
ベ
イ
リ
ー
教
授
は
星
團

五
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及
び
星
置
愛
光
星
の
大
家
で
あ
り
、
キ
ン
グ
教
授
は
標
撃
光
度
學
の
方
面
で
世
界
的
の
名
を
翠
け
て
る
。
カ
ン
ベ
ン
氏
は
眼
視
愛
光
星
に
つ
い
て
の

一
大
灌
古
狸
で
あ
り
，
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
は
星
の
分
光
分
類
法
の
創
始
者
で
あ
り
、
且
、
完
成
者
－
こ
し
て
、
全
世
界
同
学
の
地
歩
を
占
め
て
ゐ
、
當
天
文

峯
の
生
き
た
寳
物
で
あ
る
。
二
年
前
、
米
國
の
一
般
婦
人
界
の
入
物
投
票
が
あ
っ
た
時
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
は
十
二
偉
妻
入
の
中
に
数
へ
ら
れ
た
名
馨
を

持
っ
て
る
る
。
ミ
ス
・
ウ
ヅ
は
新
星
の
獲
見
者
ご
し
て
、
叉
、
ミ
ス
・
モ
リ
ー
は
恒
星
分
光
學
及
び
分
光
連
星
動
画
の
功
勢
者
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
人

々
は
今
既
に
功
成
り
業
を
終
へ
て
、
學
界
を
退
い
て
も
好
い
程
の
名
を
得
た
人
々
で
あ
り
，
叉
、
そ
れ
ん
＼
の
年
輩
で
も
あ
る
。
し
か
る
に
、
氣
候

の
よ
　
な
い
此
の
ニ
ウ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
寒
暑
を
厭
は
す
、
毎
日
天
文
牽
に
出
て
、
若
い
人
々
ミ
研
究
を
競
う
て
み
る
ー
ー
か
う
し
た
白
髪
の
老
人

　
　
　
　
　

だ
ら
け
の
中
に
、
町
長
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
が
，
浮
れ
は
又
思
ひ
切
っ
て
若
々
し
い
顔
を
出
し
て
、
全
羅
の
研
究
を
牛
耳
っ
て
み
る
の
は
、
傍
か
ら
見
て

み
る
者
に
取
っ
て
一
大
奇
観
た
る
に
相
違
な
い
。
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
は
今
年
三
十
九
歳
で
あ
る
「
こ
聞
く
だ
け
で
も
、
此
の
青
年
墨
者
が
六
七
十
歳
の
老

男
老
女
を
號
令
し
て
み
る
圖
が
奇
妙
な
も
の
に
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
の
に
、
其
の
シ
ヤ
プ
レ
ー
氏
薫
習
人
が
、
夏
に
、
ミ
て
も
三
十
九
歳
－
こ
は

見
へ
な
い
程
の
若
々
し
い
顔
付
に
生
れ
つ
い
て
み
る
の
だ
か
ら
面
白
い
。
お
負
け
を
し
て
も
，
普
通
の
米
町
人
ε
し
て
は
二
＋
八
九
歳
か
、
せ
い
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
も
の

い
三
十
歳
ま
で
ミ
思
は
れ
る
程
の
若
者
で
あ
る
。
配
れ
が
優
に
自
分
の
父
規
母
親
ミ
思
は
れ
る
年
輩
の
大
業
者
た
ち
を
引
き
ま
わ
し
て
み
る
の
だ
。

一
i
要
者
諸
氏
、
よ
く
此
の
職
を
想
像
し
て
見
給
へ
。
一
1
そ
し
て
、
こ
Σ
に
、
始
め
て
、
ハ
ー
ゾ
ー
ド
の
ハ
ー
グ
ー
ド
た
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ

る
。
勿
論
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
其
の
人
が
既
に
現
今
の
天
文
界
に
於
け
る
逸
物
で
あ
る
に
は
違
ひ
な
い
。
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
は
今
日
聲
名
噴
々
た
る
H
N
ラ

ッ
セ
ル
教
授
の
司
配
す
る
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
半
で
等
位
を
得
た
人
で
，
其
の
後
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
、
か
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
天

黒
鍵
に
移
り
、
六
＋
吋
や
百
世
の
大
望
遠
鏡
を
用
み
て
球
歌
鉦
園
研
究
に
新
機
軸
を
饗
し
た
入
で
あ
る
。
此
の
大
研
究
の
結
論
ミ
し
て
、
彼
れ
は
全

宇
宙
の
構
造
に
［
．
及
し
、
総
て
の
先
輩
學
者
を
驚
嘆
さ
せ
ろ
程
の
新
宇
宙
を
提
唱
し
た
。
此
の
新
論
は
警
吏
に
大
き
な
反
戦
を
呼
び
起
し
，
た
め
に

シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
は
一
躍
し
て
世
界
的
大
家
に
な
っ
て
了
つ
た
。
そ
し
て
此
の
名
聲
を
甲
香
き
し
九
大
事
冒
は
、
帥
ち
、
彼
れ
が
故
ピ
ク
リ
ン
グ
の
跡

を
襲
ふ
て
、
此
の
ハ
ー
ブ
ー
ド
大
學
天
文
面
長
の
位
置
に
招
か
れ
た
こ
噛
こ
で
あ
っ
た
。
此
の
事
は
、
は
や
く
、
わ
が
「
天
界
」
誌
上
に
報
止
し
た
。

　
但
し
、
自
分
は
，
こ
・
で
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
の
争
心
を
、
ペ
イ
リ
や
キ
ン
グ
や
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
や
、
か
う
し
た
元
老
た
ち
の
毒
言
ミ
比
較
し
て
、
其

の
優
劣
を
言
ふ
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
無
意
味
な
程
愚
な
試
み
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
別
に
あ
る
。
ー
ー
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
皇

の
前
の
半
長
E
c
ピ
ヶ
リ
ン
グ
は
米
國
の
學
界
に
於
け
る
勇
猛
の
軍
士
で
あ
っ
た
。
彼
れ
が
一
九
一
九
年
に
死
ん
だ
迄
の
前
後
四
＋
有
鯨
年
間
に
、

天
文
學
上
の
新
天
地
を
開
拓
し
、
特
に
星
の
光
度
や
分
光
學
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ヅ
；
ド
天
文
毫
を
し
て
世
界
的
の
樫
威
ミ
な
ら
し
め
た
功
績
を
何



341

人
も
否
定
す
る
こ
ε
は
出
語
な
い
。
し
か
し
、
ピ
ヶ
リ
ン
グ
が
死
ん
だ
あ
ε
に
は
、
天
文
皇
に
或
は
三
十
年
或
は
四
十
年
ε
長
い
間
働
き
綾
け
た
老

入
ば
か
り
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
天
夕
肇
の
顧
問
會
（
此
の
中
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
の
ラ
ッ
セ
ル
教
授
が
あ
る
こ
ミ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
）
は

思
ひ
き
っ
て
，
此
の
際
、
若
い
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
を
聰
し
、
天
文
肇
の
陣
容
を
立
て
直
し
て
、
新
し
い
將
來
を
計
書
す
る
こ
一
こ
に
し
た
ε
見
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
此
の
氣
分
の
中
に
、
ハ
ー
ヴ
ー
ド
は
今
新
知
命
を
開
拓
せ
ん
ミ
努
め
て
み
る
時
で
あ
り
、
網
て
の
巾
員
は
、
老
若
共
に
、
シ
ヤ
プ
レ

イ
氏
を
奉
じ
て
奮
進
し
て
み
る
有
様
は
、
實
に
學
界
の
一
佳
話
ミ
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

へ
八
）

　
八
十
年
間
に
わ
た
る
ハ
ー
ゾ
ー
ド
大
學
天
文
墓
の
歴
史
は
、
豊
塗
上
に
多
く
の
誇
ら
し
い
レ
コ
ー
ド
を
持
っ
て
る
る
。
今
、
吾
々
が
此
の
天
文
峯

の
事
を
、
親
し
く
見
る
場
合
に
も
、
父
。
傅
へ
聞
く
場
合
に
も
、
是
非
其
の
貴
ぐ
」
い
歴
史
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ハ
ー
ブ
ー
ド
は
今
第
五
代
の
奎
長
を
迎
へ
た
の
で
あ
る
。
創
立
當
時
は
脚
ち
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
c
・
ポ
ン
ド
が
皇
長
で
も
あ
．
り
、
又
、
観
測
者
で
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
う
ご

つ
た
。
ボ
ン
ド
氏
は
元
ボ
ス
ト
ン
郊
外
の
ド
ル
チ
エ
ス
タ
ー
に
住
む
一
人
の
素
人
天
文
家
で
あ
っ
た
。
家
は
親
の
代
か
ら
時
計
師
で
あ
っ
た
か
ら
、

其
う
し
た
方
面
の
知
識
は
家
庭
に
於
い
て
見
習
ふ
た
け
れ
，
ご
、
外
に
は
、
大
し
て
多
事
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
，
幼
少
の
時
か
ら
其
の

観
察
力
－
こ
慧
敏
さ
は
峙
々
人
を
驚
か
し
た
ε
い
ふ
。
ボ
ン
ド
は
↓
八
〇
六
年
の
夏
の
日
蝕
に
よ
っ
て
天
文
趣
味
を
箆
え
、
其
の
後
一
八
一
一
年
に
は

大
熊
星
座
を
蓮
行
ず
る
嚇
彗
星
を
毛
見
し
て
む
ハ
ー
ブ
ー
ド
教
授
た
ち
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
つ
い
で
一
八
二
三
年
頃
に
は
ド
ル
チ
エ
ス
タ
ー

の
新
し
い
自
宅
に
観
測
毫
を
作
り
、
こ
・
で
天
文
観
測
を
は
け
ん
だ
σ

　
一
八
四
〇
年
の
頃
，
ボ
ス
ト
ン
地
方
の
人
々
が
多
く
天
文
現
象
に
興
味
を
持
つ
や
う
に
な
り
、
こ
・
に
、
ハ
ー
プ
～
ド
大
學
に
天
文
塁
を
創
設
す

る
議
が
熟
し
た
鴨
こ
き
、
馬
丁
は
ボ
ン
ド
を
招
い
て
最
初
の
皇
長
に
任
命
し
た
。
此
の
時
，
大
學
天
文
墓
は
所
謂
デ
ー
ナ
館
に
置
か
れ
。
。
（
此
の
デ
ー

ナ
館
は
ハ
ー
ブ
ー
ド
大
學
敷
地
の
南
東
隅
で
、
ハ
ー
ブ
ー
ド
街
・
こ
キ
ン
シ
ー
街
ε
の
角
の
所
に
、
今
も
建
物
は
残
っ
て
み
る
。
）
触
れ
が
噌
八
四
〇
年

の
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
デ
ー
ナ
館
に
あ
・
つ
た
天
文
毫
は
、
四
年
の
後
、
い
よ
ノ
～
今
の
サ
ン
マ
ー
・
ハ
ウ
ス
丘
上
の
新
館
に
移
っ
た
。
其
の
時
、
直
径
ご
一
吋
の
赤
道
儀
が
新

た
に
購
入
せ
ら
れ
て
、
一
八
四
五
1
一
四
六
年
頃
の
日
蝕
や
水
星
経
過
観
測
を
や
っ
た
ミ
い
ふ
の
だ
か
ら
、
今
の
吾
入
か
ら
見
て
、
當
時
の
天
文
界
が

七
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八

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
が
想
像
さ
れ
る
。
ε
こ
ろ
が
，
一
八
四
七
年
の
夏
に
至
っ
て
，
十
五
吋
ミ
い
ふ
望
遽
鏡
が
据
え
ら
れ
、
こ
」
に
ハ
ー
ブ

ー
ド
は
一
躍
し
丁
世
界
以
て
こ
思
せ
ら
れ
る
こ
ざ
に
な
っ
た
。
十
五
吋
望
遠
鏡
に
よ
っ
て
獲
た
ボ
ン
ド
教
授
の
最
初
の
名
碁
は
土
星
の
第
八
衙
星
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ノ
グ
ラ
フ

ペ
リ
オ
ン
の
量
見
で
、
其
れ
は
一
八
四
八
年
で
あ
っ
た
。
其
の
他
、
ボ
ン
ド
は
天
井
懐
七
宗
や
自
働
印
時
機
を
嚢
明
し
て
、
豊
野
た
ち
を
驚
か
し
た

（
十
）

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ン
ド
は
一
八
五
九
年
に
死
ん
で
、
其
の
子
ジ
ヨ
ジ
・
ア
・
ボ
ン
ド
が
第
二
代
の
塾
長
に
な
っ
た
が
、
彼
れ
は
生
れ
落
ち
て
既
に
天
文

家
の
家
庭
に
育
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
父
の
や
う
に
決
し
て
素
人
で
は
な
く
、
墓
長
ご
し
て
は
僅
か
六
ケ
年
就
任
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
導
け
れ
曹
其

の
前
、
父
の
助
手
ご
し
て
観
測
に
從
接
し
て
み
る
頃
か
ら
、
多
く
の
研
究
に
成
功
し
た
。
帥
ち
，
彼
れ
は
土
星
の
第
三
輪
ε
十
個
の
新
彗
星
ざ
を
叢

焦
し
、
叉
。
オ
リ
オ
ン
星
雲
や
ド
ナ
チ
彗
星
に
つ
い
て
は
綿
密
な
槻
察
を
試
み
、
其
の
他
、
天
艦
爲
眞
術
の
研
究
，
赤
遺
星
の
子
午
線
観
測
な
曹
も

や
っ
た
。

　
ボ
ン
ド
父
子
の
あ
ミ
に
、
第
三
代
の
法
長
、
こ
な
っ
た
の
は
～
ウ
イ
ン
ロ
ク
教
授
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
、
一
八
七
四
年
忌
で
、
前
後
八
年
間
此
の
天

二
塁
を
管
理
し
た
の
に
渦
ぎ
な
か
っ
た
が
、
其
の
間
に
、
報
時
装
置
を
改
め
、
又
，
新
た
に
影
響
の
大
子
午
環
を
歓
洲
よ
り
購
入
し
て
，
こ
、
に
有

　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ロ
ン

名
な
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
欝
の
恒
星
観
測
を
始
め
る
こ
く
こ
な
っ
た
等
は
特
記
す
べ
き
事
で
あ
る
。
彼
の
時
代
に
、
叉
太
陽
や
地
磁
界
の
連
綾
観
測
が
始
ま
り

爾
。
日
蝕
の
た
め
撒
回
の
遠
征
も
試
み
ら
れ
た
。

（
十
剛
）

　
第
四
代
の
肇
長
は
、
か
の
偉
大
な
る
E
・
c
・
ピ
ケ
リ
ン
グ
教
授
で
あ
っ
た
。
ピ
ケ
リ
ン
グ
は
始
め
マ
サ
チ
ユ
セ
ツ
工
業
學
院
の
物
理
聖
母
授
で
あ

っ
た
が
，
ウ
イ
ン
ロ
ク
教
授
の
後
を
縷
e
で
、
ハ
ー
ヅ
ー
ド
大
學
天
文
愚
筆
に
招
か
れ
た
時
、
年
齢
わ
す
か
に
三
十
歳
で
あ
っ
た
。
當
時
，
一
物
理
學

者
を
天
文
豪
勢
に
任
命
し
た
事
－
こ
、
彼
れ
の
若
年
な
る
事
ざ
が
世
人
の
或
る
一
部
の
批
評
を
招
い
た
ほ
っ
ご
で
あ
っ
た
け
れ
㍗
ご
，
就
任
後
の
素
晴
し
い

活
躍
か
総
て
の
誤
解
を
一
掃
し
た
。
ピ
ケ
リ
ン
グ
は
、
始
め
、
天
文
塁
の
方
針
ミ
し
て
、
天
性
の
光
度
測
定
に
全
力
を
注
ぐ
こ
ε
を
堅
く
決
心
し
、

十
五
吋
其
他
の
諸
機
械
を
以
っ
て
、
自
ら
實
際
観
測
の
先
登
に
立
っ
て
働
い
た
。
一
八
七
七
年
、
か
の
火
星
の
こ
衛
星
が
ワ
シ
ン
ト
ン
天
文
皇
の
二

十
六
吋
に
よ
っ
て
登
霞
さ
れ
る
や
、
ピ
ク
リ
ン
グ
は
直
ち
に
ハ
ー
ブ
ー
ド
の
十
五
吋
を
以
っ
て
，
此
の
二
衛
星
の
光
度
を
測
り
、
星
の
大
き
さ
を
推

定
し
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
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叫
八
八
○
年
頃
か
ら
、
ハ
ー
ヅ
ー
ド
天
丈
肇
は
漸
次
其
の
新
し
い
方
針
を
一
般
に
認
め
ら
れ
、
同
時
に
多
く
の
研
究
資
金
を
獲
た
。
帥
ち
、
べ
ー

チ
、
ド
レ
ー
バ
ー
、
ボ
イ
デ
ン
、
ブ
ル
ー
ス
諸
氏
の
寄
附
に
よ
る
撒
＋
十
弗
の
平
金
は
、
フ
ィ
リ
プ
ス
、
ペ
イ
ン
爾
氏
の
提
供
し
た
多
額
の
経
常
費

嘘
共
に
，
ピ
ケ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
天
寵
物
理
學
上
の
重
要
な
基
本
研
究
に
用
ひ
ら
れ
、
そ
れ
が
十
九
世
紀
の
末
年
頃
か
な
油
次
出
版
襲
表
せ
ら
れ

て
、
ひ
ろ
．
～
學
界
を
便
す
る
こ
蓬
・
な
っ
た
。
ピ
ク
リ
ン
グ
は
一
九
一
九
年
に
死
し
た
が
、
其
の
獄
前
に
既
に
彼
れ
は
恒
星
の
眼
親
光
度
研
究
を
終

り
，
叉
、
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
等
を
助
け
て
恒
星
二
十
鯨
萬
の
分
光
分
類
を
結
末
に
導
き
、
又
、
キ
ン
グ
教
授
等
ざ
共
に
恒
星
の
露
眞
光
度
標
準
を
作
っ
た

今
日
、
天
文
學
上
に
於
い
て
、
星
の
光
度
ミ
ス
ベ
ク
ト
ル
は
総
て
ハ
…
ゾ
ー
ド
天
文
蔓
の
研
究
岡
三
を
坂
善
の
摂
準
ミ
す
ろ
や
う
に
世
界
一
般
が
傾

い
て
來
た
が
、
此
れ
皆
ピ
ク
リ
ン
グ
の
先
見
ε
努
力
§
か
齎
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
十
二
）

　
今
日
在
り
の
ま
・
の
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
壼
を
見
て
，
誰
も
舶
驚
す
る
こ
ご
は
、
早
寒
の
天
爵
観
測
こ
い
ふ
方
面
が
振
は
な
い
こ
ミ
で
あ
る
。
ま
つ

皇
長
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
に
居
た
頃
は
。
随
分
に
観
測
を
は
け
ん
だ
入
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
今
日
は
全
く
其
れ
を
や
ら
な
い
。
十
五

吋
望
遠
鏡
は
カ
ン
ベ
ル
氏
か
可
な
り
使
用
し
て
は
み
る
が
、
決
し
て
多
忙
－
こ
は
君
へ
な
い
。
二
十
四
吋
の
反
射
鏡
は
キ
ン
グ
氏
が
使
ふ
時
も
あ
る
が

一
般
に
は
誰
も
使
は
な
い
ま
Σ
に
な
っ
て
み
る
夜
の
方
が
多
い
。
晴
れ
た
夜
、
唯
、
常
に
忠
實
に
仕
事
を
し
て
み
る
の
は
、
M
吋
の
ク
ッ
ク
窮
眞
機

「
こ
，
四
吋
の
五
玉
機
だ
け
で
あ
る
。
ー
ー
か
う
し
た
事
情
を
、
他
の
天
文
皇
の
活
動
ぶ
り
一
こ
比
べ
、
叉
、
光
輝
あ
る
ハ
ー
ヅ
ー
ド
の
歴
史
ε
比
べ
て

見
る
ぐ
」
、
一
鷹
は
怠
け
て
み
る
か
の
如
く
に
も
思
は
れ
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
幾
多
の
方
面
か
ら
考
へ
合
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
）

　
第
一
、
今
日
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
皇
が
持
っ
て
る
る
程
度
の
機
械
を
以
っ
て
、
ピ
ケ
リ
ー
ン
ゲ
氏
が
始
め
企
て
た
や
う
な
方
面
の
研
究
は
一
通
り
片

付
い
た
の
で
あ
る
。
た
め
に
、
今
は
、
八
吋
の
子
午
環
は
言
ふ
に
及
ば
す
、
大
小
の
子
午
線
光
度
計
等
も
全
く
取
り
携
は
れ
て
了
つ
た
。
叉
、
ミ
ス

カ
ノ
ン
の
手
許
に
整
理
せ
ら
れ
て
る
た
恒
星
ス
ペ
ク
ト
ル
の
大
ド
レ
ン
パ
ー
表
も
全
部
出
版
濟
に
な
ら
ん
く
．
し
て
み
る
。
そ
れ
に
、
ピ
ク
リ
ン
グ
に

代
る
新
し
い
シ
ヤ
プ
レ
イ
憂
長
が
近
く
就
任
し
て
、
こ
・
に
全
天
芋
餌
の
方
針
が
新
し
く
立
て
直
さ
れ
や
う
S
し
て
み
る
過
渡
時
代
で
あ
る
。
墓
長

は
新
計
書
に
忙
し
い
。
例
へ
ば
一
九
〇
二
年
に
購
入
し
て
翌
翌
、
用
ゐ
ら
れ
て
る
な
か
っ
た
六
十
吋
の
大
反
射
鏡
が
將
來
微
光
星
の
光
度
測
定
に
使

九
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一
〇

用
さ
れ
る
目
的
で
、
盛
ん
に
改
造
さ
れ
つ
＼
あ
る
。
今
二
三
年
後
に
は
四
二
ヅ
ー
ド
の
夜
の
仕
事
は
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以
っ
て
進
め
ら
れ
る
だ

」
ら
喝
り
。

（
十
四
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
ハ
ー
ブ
ー
ド
が
決
し
て
全
く
怠
業
し
て
み
る
わ
け
で
は
な
い
。
此
の
天
文
毫
は
一
八
九
〇
年
以
來
、
南
米
ペ
ル
ー
國
ア

レ
キ
パ
の
地
に
有
力
な
る
出
張
所
を
持
っ
て
る
、
そ
こ
で
は
三
十
年
來
、
二
十
四
吋
大
反
射
鏡
や
十
三
吋
赤
道
儀
に
よ
っ
て
、
憾
夜
里
心
な
爲
眞
観

測
が
行
は
れ
て
る
る
。
此
の
ア
レ
キ
パ
で
撮
影
さ
れ
た
爲
眞
原
板
が
日
々
ケ
ン
ブ
リ
ヂ
に
邊
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
を
調
査
す
る
だ
け
で
も

三
号
の
人
を
要
す
る
。
實
際
、
今
日
ハ
ー
ゾ
ー
ド
に
み
る
四
十
人
の
研
究
者
は
殆
ん
㍗
ご
此
の
ア
レ
キ
パ
爲
眞
板
の
研
究
に
の
み
追
は
れ
て
る
る
ミ
言

っ
て
好
い
位
で
あ
る
。

（
十
五
）

　
他
の
天
文
峯
に
比
べ
て
、
ハ
ー
ブ
！
ド
天
文
墓
の
纒
螢
ぶ
り
は
一
種
特
別
で
あ
る
。
之
れ
は
前
豪
長
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
富
松
な
考
へ
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
、
帥
ち
「
天
文
毫
全
艦
は
箪
猫
の
責
任
あ
る
研
究
者
が
、
成
る
べ
く
多
く
の
補
助
者
を
使
用
し
て
研
究
を
進
め
る
」
¶
こ
い
ふ
の
に
あ
っ
た
。
師
ち

過
去
四
十
年
の
ハ
！
ブ
ー
ド
天
文
皇
は
皆
之
れ
ピ
ヶ
リ
ン
グ
自
身
の
研
究
の
た
め
に
、
資
金
の
許
す
か
ぎ
り
多
く
設
備
言
人
・
こ
を
使
用
し
た
の
で

あ
っ
た
。
故
に
、
天
文
皇
全
巻
－
こ
し
て
、
総
て
の
人
は
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
助
手
で
あ
り
、
た
め
に
諸
研
究
は
頗
る
よ
く
統
一
さ
れ
て
る
た
。
…
從
っ
て
此

の
方
針
は
幾
方
か
皇
長
の
專
制
に
傾
い
た
こ
ε
は
あ
る
け
れ
曹
、
兎
に
角
、
ハ
ー
ゾ
ー
ド
は
想
う
し
た
特
殊
な
経
無
方
針
の
下
に
今
日
の
名
魯
あ
る

地
位
を
得
た
の
で
あ
る
。
之
れ
に
反
し
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
に
し
て
も
、
リ
ッ
ク
に
し
て
、
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
に
於
て
も
、
ほ
．
・
同
等
の
陰
野
群
論
を
持
つ

た
多
く
の
入
詞
が
同
蝸
の
天
文
亭
内
に
、
そ
れ
ム
＼
別
々
の
研
究
を
や
っ
て
み
る
こ
、
こ
、
恰
も
群
雄
割
嫁
の
如
き
有
様
で
あ
る
。
叢
れ
に
比
べ
る
ε

ハ
ー
プ
ー
ド
の
遇
去
の
方
針
は
頻
る
劃
一
的
で
あ
っ
た
。
一
1
從
っ
て
、
か
う
し
た
天
文
皇
は
、
里
長
が
詣
る
・
こ
共
に
全
艦
の
方
針
が
愛
夏
さ
れ
る

の
は
止
む
を
得
な
い
。

　
何
「
こ
言
っ
て
も
、
ハ
ー
ブ
ー
ド
は
頗
る
特
色
の
多
い
天
文
皇
で
あ
る
。

（
十
六
）
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ハ
ー
ゾ
ー
ド
天
文
皇
が
新
し
い
シ
ヤ
プ
レ
イ
皇
長
を
迎
へ
て
、
今
ま
で
の
長
い
傳
統
か
ら
、
今
点
る
訟
訴
の
方
向
韓
換
を
や
り
始
め
て
み
る
ε
は

前
に
も
述
べ
π
通
り
。
此
の
過
渡
期
の
煩
悶
の
中
に
、
冷
∵
つ
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
の
胸
の
中
を
牲
崩
し
て
み
る
こ
一
こ
基
，
天
文
の
通
俗
化
」
噸
こ
い
ふ
こ
一
し

で
あ
る
。
勿
論
、
之
れ
は
天
文
研
究
の
本
質
に
關
係
す
る
も
の
で
は
無
い
。
し
か
し
、
今
ま
で
ピ
ケ
リ
ン
グ
氏
の
下
に
長
く
天
文
壷
が
↓
里
心
會
ε

浸
交
渉
で
あ
っ
た
事
が
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
の
考
へ
ε
合
致
し
な
い
或
る
牲
由
が
あ
る
ら
し
い
。
1
一
自
分
が
昨
年
末
、
ハ
ー
ヅ
ー
ド
へ
移
っ
て
來
た

時
、
既
に
二
種
の
勘
合
が
あ
っ
た
。
一
は
「
天
文
講
演
會
」
ε
い
ふ
も
の
て
、
卒
均
二
週
間
に
一
回
づ
瓦
、
天
文
豪
員
の
誰
か
が
種
々
の
題
の
下
に
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
わ

俗
講
演
を
す
る
の
で
あ
る
。
今
一
つ
は
「
天
文
談
話
會
」
ξ
い
ふ
の
で
、
之
れ
は
交
る
ん
、
自
己
の
研
究
を
嚢
表
す
る
内
輪
の
會
の
様
で
も
あ
る
が
、

事
實
は
，
新
聞
紙
に
廣
移
し
た
り
し
て
、
一
般
の
人
々
も
澤
山
や
つ
て
走
る
。
そ
こ
へ
、
近
頃
か
ら
夏
に
一
種
の
全
品
が
催
さ
れ
る
こ
・
こ
に
な
っ
た

之
れ
に
は
日
本
の
我
が
天
文
同
好
會
が
或
る
磁
心
を
與
へ
て
る
る
ら
し
い
の
だ
か
ら
面
白
い
。
邸
ち
、
去
る
一
月
置
中
頃
、
自
分
は
シ
ャ
ブ
レ
イ
氏

ε
共
に
招
か
れ
て
ボ
ス
ト
ン
市
民
ク
ラ
ブ
の
晩
餐
會
に
臨
ん
だ
時
の
事
、
卓
土
演
説
を
促
さ
れ
た
序
で
を
以
て
、
自
分
は
、
「
日
本
に
於
け
る
天
文

界
」
¶
、
〕
い
ふ
題
で
、
實
は
同
好
會
の
創
立
以
來
の
歌
況
を
話
し
た
事
が
あ
る
。
塗
れ
が
以
外
に
も
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
を
動
か
し
た
ら
し
い
。
其
の
後
一

ケ
月
孚
ば
か
り
経
て
、
二
月
の
天
丈
談
話
會
に
自
分
は
金
々
「
日
本
の
天
文
界
」
ミ
題
し
て
同
じ
や
う
な
事
柄
を
講
話
す
る
や
う
に
頼
ま
れ
た
。
此
の

時
，
シ
ヤ
プ
レ
ー
氏
は
「
會
員
一
千
撒
百
人
を
持
っ
て
る
る
天
文
の
會
は
珍
ら
し
く
、
又
，
羨
ま
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
」
云
々
ざ
挨
拶
し
た
。
す
る

ミ
其
の
後
、
間
も
な
く
、
此
天
文
肇
の
催
し
で
三
月
か
ら
新
し
く
「
天
文
ク
ラ
ブ
」
ミ
い
ふ
も
の
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
、
之
れ
に
も
皇

員
の
＝
一
人
づ
・
が
交
る
ひ
、
適
當
な
題
で
通
俗
講
話
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
此
の
三
種
の
理
合
は
、
嚴
密
に
言
へ
ば
、
天
文
講
演
會
が
ハ
ー
ゾ
ー
ド
大
士
の
催
ほ
し
で
、
大
學
内
外
の
人
々
に
天
文
の
通
俗
智
識
を
普
及
す
る

も
の
、
又
、
天
文
談
話
會
は
天
文
皇
の
内
輪
の
會
、
そ
し
て
天
文
ク
ラ
ブ
は
天
文
工
員
の
友
人
た
ち
を
招
い
て
一
夕
の
天
文
談
を
す
る
一
こ
い
ふ
程
度

の
杜
交
會
－
こ
言
っ
た
風
に
、
そ
れ
ん
＼
の
剛
健
が
あ
る
べ
き
筈
な
の
だ
が
、
興
趣
は
其
う
し
た
匿
別
が
殆
ん
，
ご
無
も
に
、
何
の
會
を
開
い
て
見
て
も

い
つ
も
、
同
じ
様
な
會
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
み
る
。
何
れ
も
新
聞
や
大
墨
週
報
に
廣
剥
す
る
。
叉
、
會
の
日
は
豊
員
が
総
出
で
、
望
遽
鏡
で
天
腿
を

見
せ
た
り
、
c
館
の
第
一
階
に
あ
る
窮
眞
陳
列
室
を
案
内
し
た
り
、
幻
燈
入
り
の
講
演
を
し
た
り
、
會
が
終
る
ミ
、
皆
が
雑
談
を
始
め
、
其
の
最
中

に
茶
菓
を
食
べ
た
り
す
る
。
ー
ー
か
う
し
た
會
合
が
將
來
如
何
な
る
形
に
纏
ま
る
か
、
今
豫
言
は
出
來
な
い
。
し
か
し
、
同
好
會
み
た
い
な
會
が
一

つ
近
い
内
に
生
れ
る
こ
ε
は
殆
ん
，
ご
確
か
で
あ
る
。
（
「
九
二
四
・
七
・
二
四
、
ハ
～
ゾ
ー
ド
大
面
天
文
肇
に
て
）

一
嚇


